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＜病棟連絡事項＞
・新しくベッドサイドモニタを2台購入しました（東病棟と南病棟に設置予定です）。12/28（月）に納品します。14:10～14:40の30分くらいで外来の空いている場所で操作説明をしますので、どなたか立ち合いをお願いします。その際、今まで使用していたセントラルモニタは無線の法律改正により、使用できなくなりますので、28日に撤去します。説明の際に持ってきてください。よろしくお願いします。

庶務チーム
＜患者様連絡事項＞
・河津　繁吉様～昨日連絡していた主治医面談の件で妻様へTELし繋がっている。相談の結果、12/29(火)16:00～予定とし、終話している。
・栗澤　みつ子様～不眠時トリアゾラム(0.125)1Tの残数無い為、主治医へ報告し20回分処方となる。又、本日バルン交換日にて交換指示頂いている。
・庭田　リチ様～便秘時センノシド(12)2Tの残数無い為、主治医へ報告し20回分処方となる。
・大脇　ユミ様～12/25分の点滴1本処方となる。午前腰椎のレントゲン検査施行している。12/28採血(CEA、CA19-9)の指示あり。
・藪　真弓様～不穏時レボトミン(25)1Tの残数無い為、主治医へ報告し5回分処方となる。
＜入院・入室状況＞
【退院】
・市澤　ミツヱ様：10:00東病棟Cユニット6号室より自宅へ退院となる。
【入院】
・森田　清助様：東病棟Bユニット3号室
＜隔離・拘束患者様状態報告＞
・袴田　将志様～終日隔離中。10時～16時開放観察実施。開放中は多動的であり落ち着き無いが談話心迫的な話し掛けも無く、スタッフ対面時は礼節保たれており穏やか。飲水ペース早く、隠れての飲水行為もあり介入要している。引き続き精神症状早期の処遇改善できるよう看護介入を行っていく。

・宮崎　宏之様～終日隔離中。午前・午後1時間の開放観察実施。他室侵入・他患者様の私物弄り等の迷惑行為頻回の為、予定より早くに開放終了している。引き続き早期の処遇改善を目指し、看護介入・観察を行っていく。
・澤口　利香様～終日隔離中。朝食数口のみの摂取であったが昼食は全量摂取される。拒薬も無い。日課以外の時間は臥床傾向にあり活気無い。情動の不安定さは無い。引き続き早期の処遇改善を目指し、看護介入・観察を行っていく。
＜要注目患者様情報＞
・村舘　ミネ様～左下肢疼痛について問うと「左の足の親指がビリビリしてる。ももたがビーンと張ったり、痛かったりするんだよ。」と話されている。食事は摂取出来ており、服薬もスムーズに行えている。
・塚田　洋子様～介助にて朝食1/4、昼食全量摂取。バイタルサインの異常も無い。
・名久井　ユリ様～各食自力で全量摂取、拒薬無し。徘徊著明、他室侵入も頻回。危険行為・問題行動は無い。
・盛　雅輝様～廊下を歩いている。スタッフと視線が合うと会釈をしている。不安感等の訴えはない。
・平栗　城志様～バイタル異常・酸素飽和度低下無し。咳嗽はあるが、痰鳴は目立たず。経管栄養もトラブル無く施行している。
＜田名部Dr.診察情報＞
・袴田　将志様～口渇は持続していると話すが現在の内服のままで大丈夫と話している。明日より20：00～翌6：00までの時間隔離へ変更となる。臨時薬は同内容で14日分処方となる。
・小澤　和子様～臨時薬は桃核承気湯が追加となり、他同内容で14日分処方となる。
・長瀬　伸也様～目が見えない、ストレスで退院しないと失明する等訴え聞かれている。本人・家族より外泊希望あり、12/31～1/1許可となっている。臨時薬はインヴェガ（3）2T→1Tへ変更となり、14日分処方、本日デポ剤実施指示あり、実施している(右臀部)。
・小笠原　久年様～診察時、幻聴はあると話している。退院について訴え聞かれている。
・長根　禮子様～頭部CT検査結果にて脳腫瘍あり、明日面談のため、明日伝える。病状が安定し次第、脳外科に紹介するとのこと。臨時薬は同内容で7日分処方となる。
・大脇　ユミ様～本日腰部X-P実施予定。12/28腫瘍マーカー検査施行するよう指示あり。
・大澤　茂様～妻様施設へ入所のため、退院となったこと説明を受けている。物忘れは少しあると話している。苛々等はないとのこと。
・立花　圭様～他者(A.T様)に知識がないから馬鹿にされる、コーヒーをたかられる、部屋が変わったが壁を叩いてくる、挑発してくると訴え聞かれている。主治医より、相手と距離を取るよう伝えられ、主治医からも相手に注意しておくこと説明されている。
・大澤　朋広様～特定男性患者様の名前を出し、前と変わっていないなぁと思ってと話している。本人より、パン・麺禁なのは何故か、西病院では食べていた、パンもたまには食べたい、キザミも普通にして食べ応えを感じたいと希望あり。明日より常食とし、パン・麺禁解除となる。
・安達　貴浩様～診察時、自分の方が被害者だ、頓服を１週間も飲ませられ続けた、相手(T.K様)がティッシュをくれ等言ってきた、どっちかを西に行かせてくれ等、自分本位の訴えが聞かれている。主治医より、相手とは距離を取って生活していくようアドバイス受けている。
＜皮膚科診察情報＞
・八木田　勝則様～両手指に発赤・熱感、両下腿に紅斑・褐色斑→慢性湿疹。デルモゾ―ルDP軟膏塗布の指示。同薬2本処方。
・平栗　城志様～漸次軽快。同前処置。ソフラチュール10枚処方。

・沼畑　勲様～皮疹乾いてきている。上皮化(＋)。同前処置。ソフラチュール10枚処方。

・栗澤　みつ子様～特変無し。同前処置。
・藪　真弓様～特変無し。同前処置。ヘパリン類似物質油性クリーム1本処方。
・飯田　修子様～特変無し。同前処置。テルビナフィン塩酸塩クリーム1本処方。
・長瀬　伸也様～特変無し。同前処置。
・小笠原　久年様～右第1趾、著明に軽快。ガーゼ保護。

・澤口　利香様～発赤・瘢痕、漸次軽快。同前処置。
・塚田　洋子様～仙骨部に0.5×0.3㎝の表皮剥離局面。アズノール軟膏+ガーゼ保護の指示あり。同薬1本処方。
・木村　美智子様～特変無し。同前処置。
・水梨　孝純様～特変無し。同前処置。

・板橋　イマ様～両第1趾爪陥入し、疼痛(＋)→陥入爪。爪先端縁一部切除。ゲンタマイシン硫酸塩軟膏塗布の指示。同薬1本処方。
・藤井　孝蔵様～右下腿外側に1.5×0.5㎝の表皮剥離局面。テラマイシン軟膏+ガーゼ保護の指示。
＜入院患者様情報＞
日　　時：R2.12.24 10:52

氏　　名：森田　清助(もりた　せいすけ)様

生年月日：S27年6月15日（68歳）

病　　名：統合失調症

性　　別：男性

主 治 医：田名部Dr

入院形態：任意入院

病　　棟：東病棟Bユニット3号室

(経過）

　12/24　9:03なんだか疲れやすいので診てほしいと来院。当院のかかりつけで他院受診歴無し。発熱は無く食欲あり。薬はしっかりと飲めていると話しており意識レベルクリア。高血圧の既往あり、血圧右99/58㎜Hg、左106/65㎜Hg、脈拍57～100回/分で不整脈。SPO2　97％、CRT＜２秒未満でチアノーゼ無し。呼吸音はクリアで両肺雑音無し。両下腿靴下圧痕と浮腫軽度。労作時息切れあり。呼吸24回/分。排尿は5～6回/日、今朝排便済み。体重は本人の記憶で去年73kg程。本日測定にて82.5kg。腹が大きくなった気がすると話されている。採血・レントゲン検査・心電図検査施行。主治医診察にてレントゲン結果より胸水・腹水の可能性あり、腎機能悪化が考えられる為、12/25採血データが揃い次第、泌尿器科へ紹介予定。病棟看護スタッフ1名の付き添い・車椅子介助にて東病棟Bユニット3号室へ任意入院となる。
